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地区計画とは①

日常生活の場である地域を自ら点検
し、住みよい町にするためにはどうした
らよいかみんなで話し合い、それを実行
するための計画（ソフトもハードも）

一部の声だけが反映されるのではなく、
地域に住む人みんなの意見で計画する

行政だけでは気づかない身近な地域の
課題にも対応する



地区計画とは②

財政支援
地区計画交付金

防犯及び交通安全推進交付金

道路維持協力交付金 など

権限
地域が地域のことを自ら決める

事業化に際し地域の優先度を尊重

人 地区計画担当職員
役場の全正規職員（課長以下、保育
士含む）を21地区+3区に配置。地区
計画策定に関する事務に関わる。



地区計画をなぜつくるのでしょう

「この道路の見通しがよくなったら、ここに標識がつけられたら、この排水路が整備
されたら‥‥‥。」こうした問題が身のまわりにはたくさんありますが、皆さんだけで
は十分な解決はできないし、行政だけでは力不足です。

〈共に考えてみたい〉
介護の問題・健康の問題・安全の問題・コミュニティの問題・ごみの問題など…

これらを町内２１地区の地区計画単位ごとに見直していき、住民のみなさんの要
望や考え方に合わせて、ひとつひとつ解決していくために地区計画をつくります。

昭和63年度からスタートした町の将来計画である第３次振興総合計画

に町民の皆さんの声を取り入れ、きめ細やかな行政をすすめるために
地区計画をつくりました。

「住民の皆さんとともに考え、ともに歩むまちづくり」をすすめることがねらいです。

【地区計画を基に住民と行政の二人三脚で作り上げます。】



地区計画の進め方
ひとりひとりの意見や要望をまちづくりに活かしていくには、地区計画
の単位（町内２１地区）でも広すぎます。そこで、住民ひとりひとりの意
見や要望、問題点などは、常会程度の広がりごとに会合を開いて出
してもらいまとめていきます。
これを地区計画単位ごとにたばねて、地区ごとの計画として練りあ
げていくわけです。



地区 町 備考

8月頃 地区内での要望とりまとめ
組合や常会など地域からの要望
等を取りまとめます。

9月～

・地区全体の要望取りまとめ
・活動計画・施設計画（案）
・要望箇所地域見回り
・区の協議会で計画書作成

地区計画担当職員
の参加

PTAや老人クラブなど関係団体か
らの要望も反映します

11月 地区計画ヒアリング
地区計画書に記載された事業の
担当課とのヒアリング・現地確認

12月～ 予算編成
地区要望を踏まえた予算を編成
します

3月 予算議決

4月～

予算付け個所の確認
予算付けされた箇所を地域の皆
さんと見回ります。

地区計画に基づく事業実施
予算付けされた事業を実施します。
地区では地元施工工事やコミュニ
ティ事業を進めます。

地区計画策定の流れ



地区計画策定の流れ

要望箇所地域見回り

地区計画ヒアリング



[様式１]



[様式２]記入例



成果と課題
そしてこれから



成果と課題そしてこれから

・住民の方々が、普段から地域のことを気にかけ、
多くの気づきを得ることができる
・自分たちの地域のことを自分たちで決めることが
でき、それが実現することでより地域への関心が
高まる
・地域の役員の方が交代しても、この計画がある
ため、続けていける
・地域の役場職員の顔の見える関係性、スキル
アップ

■成果



■課題①

・計画の継続性が保たれる一方で、時代に合わない内
容であっても見直しがされづらい
・一つの地区だけで解決できない課題や町全体で解決
すべき課題への対応が難しい
（水路は下流だけが考えるもの？通学路の街灯は？
道路は地域内だけで完結するの？）
・行政の主体性は（道路計画・水路計画）
・農業を主体とした地域づくりの変化への対応
（用排水路の違いは？ 受益者って誰？）



■課題②

・自治組織未加入の方の想いをどう拾い上げるか

・自治組織未加入の方にどのように負担いただくか
（地元負担費用は自治会等が負担）

・自治会の人口や財政力の差や自治会面積の差など
により、事業化できる地区とできない地区ある



これから・・・

◆地区計画の目的の良いところは伸ばしつつ、人口減
少少子高齢化や価値観の変化などを踏まえた改善を
できるところから取り組んでいく

・地域をまたぐ課題については行政が一定の方向性を
示した上で各地区計画間の調整を図る
・町民全体の課題について自治会加入未加入に関わら
ない公平な制度へ（受益者負担等の見直し）など

区長の皆さんと定期的な意見交換を実施。そこで見えてきた課
題を解決するため制度の見直し等を継続していく


